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書
道
部
紹
介

書
道
部
は
、
若
菜
先
生
・

黒
川
先
生
の
お
二
人
に
御
指

導
頂
き
、
少
人
数
な
が
ら
充

実
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平
常
は
、
筆
法
を
習
得
す
る

た
め
、
昔
人
の
残
し
た
古
典

を
臨
書
し
ま
す
が
、
モ
ノ
ト

ー
ン
の
世
界
の
難
し
さ
、
奥

深
さ
を
思
い
知
り
ま
す
。
隔

年
毎
に
実
施
さ
れ
る
学
校

祭
・
校
内
文
化
部
発
表
会
で

は
、
様
々
な
創
作
作
品
も
展

示
し
ま
す
。
ガ
ラ
ス
器
に
ド

リ
ル
の
よ
う
な
道
具
で
文
字

を
刻
ん
だ
り
、
布
や
板
・
お

盆
・
陶
器
・
時
計
盤
な
ど

様
々
な
素
材
に
彩
色
塗
料
で

文
字
を
書
き
、
実
際
に
使
っ

た
り
飾
っ
た
り
し
ま
す
。
自

分
で
書
い
た
筆
文
字
が
、
半

紙
の
上
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

生
活
の
中
に
生
か
せ
る
の
が

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
最
近

は
、
街
中
の
看
板
や
包
装
紙

な
ど
多
く
の
物
に
筆
文
字
が

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、

六
月
に
県
内
各
高
校
の
書
道

部
員
と
の
合
同
合
宿
が
あ
り

ま
す
。
他
校
生
が
、
寝
る
間

も
惜
し
ん
で
制
作
に
向
か
う

姿
に
刺
激
さ
れ
、
帰
校
後
の

活
動
は
大
変
意
欲
的
に
な
り

ま
す
。
下
野
展
や
書
初
展
の

課
題
を
揮
毫
す
る
に
も
、
”あ

の
人
達
と
の
勝
負
だ
“
と
思

う
と
、
気
合
が
入
り
ま
す
。

十
一
月
に
雀
宮
地
区
文
化
祭

に
出
品
し
、
地
域
交
流
を
図

り
ま
す
。
そ
し
て
十
二
月
、

県
の
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
高
校
書
道
展
で
、

他
校
の
書
道
部
員
が
練
成
を

重
ね
て
書
き
上
げ
た
作
品
と

肩
を
並
べ
て
展
示
で
き
る
作

品
制
作
が
、
最
も
大
事
な
活

動
に
な
り
ま
す
。
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